　　学級活動の新しい指導案の考え方について　（2015・09・14）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市小学校教育研究会学級活動部
１　子ども達が「豊かに考え」、「力を合わせる」ことができる指導とは
　　　　　　　　　　　　　　　 未修事項　　　　　　　人は未経験や理解できない事柄に対して、
　　　学習活動　　←　　　 指　　導　　　　　　主体的、創造的に活動することは難しい。
　　　　⇑　⇓　　　　（教える・育てる）　　　　　とくに、子どもの自主的、実践的な活動を基盤
　    ⇑　　 ⇓　　　　　　　　　　　　とする学級活動は子ども達の主体性や創造性を喚
既習事項や     　　　　　既習事項           起させる指導（支援・援助を含む）を活動の過程
体験した事    ←　　　指　　導           において、指導者が意図的に実施していかねば、
　　　　　　　　　（想起させる・関連させる）    子ども達による自主的な話合いは当然成立し難
いであろう。
⑴　「指導」とは何か？
　　　子ども達の学習活動（未修事項）に対しては、指導者は基礎的基本的な事項を「教える」ことと、
　　そこから考えさせたり、答えを導き出させたりする「育てる」ことを「指導」の内容とする。
　　　子ども達が、知らない、分からないことは、きちんと「教え・導いて」いかねばならない。①
　　　一方、「既習事項やこれまでに体験したこと」は、学習活動の実施基盤として活用を図らねばならない。
　　　自主的、創造的活動は、「習ったことや経験したことを踏まえ、自分やみんなで工夫する」ことが基になるからである。これらの活動を促していく（育てていく）には、目前の問題に対して既習、既得経験等を適切に想起させたり、関連付けたりさせていく支援・援助が必要なのである。②
　　　子どもの自主的、実践的な活動である学級活動を支援・援助していくために、上記①②の指導はこれまでも行われてきた。但し、これらが「隠れた指導」として表に出ない（指導案にすら明記されない）状態であったことが問題なのである。

⑵　学級活動の「本時に至るまでの指導」での「隠れた指導」について
学級活動実践の流れ　　活動内容　　　　必要とする支援・援助　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　学級活動として支援援助

議題案の収集　　　　　　　　問題を発見する　　　　　

　　　　↓　①　　　　　　　　　課題として意識化する　　　  　学級生活向上の視点から支援
議題案の決定　　　　　　　　学級の課題を決める          　　（具体的に指導案に表れなかった部分）

　　↓　②
　　　　↓　　　　　　　　　　　課題として共通化する    　学級活動として支援・援助
提案理由を考える　　　　　　　意見文を作成する（提案）　　　国語・総合等の学力からも支援
　　↓　③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に指導案に表れなかった部分）

　議題を共有化する　　　　　　　課題として共同化する　　　学級活動として支援・援助　　　　　　　　「隠れた指導」
　　　　↓　④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学級生活向上の視点から支援　　　　　　過去実践
　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に指導案に表れなかった部分）　　　　　　　　には記述が
　議題を自分の問題として　　　　課題を個別化する　　　　　学級活動として支援・援助　　　　　　　　　ない部分
　具体的に解決方法を考える　　　学級活動ノートに記入する　　　　

↓⑤　　　　　　 課題を集団化するための計画 ……  （本時を左右する指導だが、表に出てこない）　　　　　　　　　　　重　要
	国語・総合等の学力からも支援
（具体的に指導案に表れなかった部分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


司会グループの　　　　　　話合いのポイントを決める

実施計画を立てる　　　　　シュミュレーションをする　　　

　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本時の話合い活動　　　　　　　課題を集団化する　　　　学級活動として支援・援助　
「学級活動実践の流れ」、その具体的な実践活動である「活動内容」は、基本的な指導の流れである。これまでの実践（指導案）は、大概この二つのみを記述していた。しかし、これだけでは指導者として
学級支援・援助を行う部分を説明したことにならない。そこで、右端に示した「（実際に）必要とする支
援・援助」を記述してみることにしたい。
　その具体的内容として、例に示した「議題案の収集から本時に至る過程」を再考してみる。
　但し、子ども達の自主的活動の場合。教師による意図的・計画的指導（主として指導事項⑵）については、この記述が当てはまらぬこともある。
　　①　議題案の収集から議題案の決定までの過程での「隠れた指導」

担任として、学級生活向上の視点から、また、自主的活動を促す支援・援助を行う場合がある。具体
的には議題として取り上げる過程で、議題としての適否、優先順位等の吟味が計画委員会で行われる。　

その支援自体は学級活動の範疇であるが、意思決定のあり方やよりよい学級づくり等の視点から、またよりよい議題案として練っていく支援には、担任として様々な教育活動を考慮した指導もある。
②　議題案の決定から提案理由を考えるまでの過程での「隠れた指導」

　　子どもだけで提案理由を考えられる訳ではない。学級全員がきちんと納得できる提案説明となるためには、国語・総合の学習等（主にコミュニケーション力の養成）からの支援が不可欠である。
③　提案理由を考えるから議題を共有化するまでの過程での「隠れた指導」

　　提案理由まで含めた「議題」を学級全員が共通・共同化するためには、担任としての学級生活向上の

視点からの支援・援助が不可欠である。当然、その内容は学級経営に結びついたものとなる。
④　自分の問題として「議題」について具体的に考える過程での「隠れた指導」
　　議題や提案理由について、自分の問題として捉えて意見を醸成する際、作文指導的な支援や集団指導的な支援、また人権教育的な支援等、様々な角度から個々人にアプローチする必要がある。

⑤　司会グループを指導する過程での「隠れた指導」
　　本時の具体的な司会の仕方、意思決定場面でのリードのあり方等、国語で学んだ事柄や総合学習での体験等を活用していくために支援・援助する必要がある。

２　指導案への表し方について
　⑴　主な変更点は「４　指導にあたって」

　　　基本的内容の特段の変更はない。但し、１の趣旨を指導案に盛り込むため記述内容を整理する。

・　「⑴　学級の実態」は、年間を俯瞰した視点で学級活動を中心に置いた「学級づくり」を書く。

・　「⑷　特に意識したい道徳教育の内容」を「全教育活動との関連」に変更する。この項では、本
題材に限定して学級活動以外の教育活動をどの様に（担任として）意識し、関連を図ってきたのか
を記述する。
　　　・　昨年度の変更点であるが、「６　指導過程との対応」の表の右半分に「指導者の支援・援助」を記

入する。（この部分には、各過程での学級活動としての支援・援助を具体的に記述する）
　⑵　指導案形式について

　　　今回の研究テーマの変更は、「研究の手立ての変更」であり、人間関係力等の育成を目指すという研究内容は変わらない。むしろ、その達成を目指すのなら道徳との関係性のみを重視するのではなく、学級担任として行う全教育活動との関連を考えていく必要があると判断した。そして、その試みを具体的に表せる指導案の形式を今回は工夫したのである。

　　　ただ、「全教育活動との関連」の記述方法は、まだ十分確立されたものではない。

指導案の形式を今年度はこのように設定するが、各実践の結果をもとに年度末の反省を行い、それに基づき次年度の「全教育活動との関連」の記述方法をさらに吟味、改善していくつもりである。





















